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特別セミナーが行われた市町村中央研修所（千葉県）

な
い
政
治
で
あ
っ
た
が
、
思
い
や

り
の
あ
る
政
治
を
す
べ
き
で
あ
る

と
指
摘
。
構
造
改
革
を
進
め
る
際
、

政
治
に
関
わ
る
人
た
ち
は
一
人
ひ

と
り
を
大
切
に
し
、
陰
で
泣
い
て

い
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
こ

と
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
と
強
調

さ
れ
ま
し
た
。
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市
議
会
議
員
特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
、
千
葉
県
幕
張
に
あ
る
市
町
村
ア
カ
デ
ミ
ー
研
修
所
を
会

場
に
年
１
回
開
催
。
３
年
か
け
て
全
議
員
が
受
講
し
ま
す
が
、
昨
年
11
月
24
日
〜
25
日
に
６

名
の
議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。
政
治
、
経
済
、
地
方
財
政
等
の
各
分
野
の
専
門
家
の
講
演
を

聞
く
貴
重
な
研
修
で
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
。
研
修
の
成
果
を
古
賀
市

の
施
策
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

講
師
は
、
金
子
ク
リ
ニ
ッ
ク
院

長
・
浜
松
早
期
痴
呆
研
究
所
所
長

の
金
子
満
雄
氏
で
し
た
。
金
子
氏

は
、
脳
血
管
障
害
、
約
５
０
０
０

例
の
入
院
治
療
を
行
い
、
独
自
の

老
人
性
痴
呆
の
早
期
診
断
法
、
早

期
治
療
法
を
確
立
し
ま
し
た
。

（
浜
松
方
式
早
期
診
断
法
）
痴
呆

の
早
期
発
見
、
予
防
が
い
か
に
重

要
で
あ
る
か
、
ま
た
感
性
と
痴
呆

の
関
係
性
な
ど
を
解
明
さ
れ
ま
し

た
。
講
演
の
中
で
、
早
い
段
階
で

の
痴
呆
の
発
見
に
よ
り
、
自
分
の

意
思
で
人
間
ら
し
く
生
き
る
期
間

を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、

大
部
分
の
痴
呆
は
、
悪
い
生
活
習

慣
を
是
正
す
る
こ
と
に
よ
り
、
予

防
、
治
療
が
可
能
で
、
脳
機
能
を

改
善
で
き
る
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
痴
呆
の
予
防
に
は
、
目
標
を

も
っ
て
、
い
き
い
き
と
生
活
す
る

こ
と
。
ま
た
感
性
を
磨
く
こ
と
が

効
果
絶
大
で
あ
り
、
特
に
40
、
50

代
に
は
非
常
に
大
切
な
も
の
で
あ

る
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

（
注
・
講
師
が
「
痴
呆
」
と
表
現

さ
れ
ま
し
た
の
で
「
認
知
症
」
と

せ
ず
そ
の
ま
ま
表
記
し
ま
し
た
）

講
師
は
、
読
売
新

聞
編
集
委
員
・
橋
本

五
郎
氏
で
し
た
。
夏

の
衆
議
院
解
散
総
選

挙
は
、
予
想
が
大
き

く
は
ず
れ
自
民
党
が

70
％
の
議
席
を
確

保
。
講
師
の
分
析
に

よ
る
と
、
こ
れ
ま
で

ひ
と
つ
の
法
案
（
郵
政
民
営
化
）

だ
け
で
衆
議
院
を
解
散
す
る
こ
と

は
な
か
っ
た
。
内
閣
支
持
率
が
あ

が
っ
た
の
は
、
小
泉
首
相
が
、

「
構
造
改
革
な
く
し
て
成
長
な
し
」

と
一
つ
の
こ
と
だ
け
を
言
い
続

け
、
建
前
と
本
音
が
あ
る
な
か
で
、

透
明
感
が
あ
り
、
他
の
内
閣
よ
り

ま
し
と
判
断
さ
れ
た
結
果
と
の
こ

と
で
し
た
。
講
師
は
さ
ら
に
今
後

の
課
題
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
政

治
は
小
泉
首
相
の
欠
け
た
と
こ
ろ

を
や
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
、
痛
み

を
感
じ
た
こ
と
が
な
い
か
ら
心
が

講
師
は
、
住
信
基
礎
研
究
所
主

席
研
究
員
の
伊
藤
洋
一
氏
で
し

た
。
伊
藤
氏
は
、
日
本
は
国
内
で

は
悲
観
論
が
充
満
し
て
い
る
が
、

海
外
で
は
、「
ク
ー
ル
な
（
か
っ

こ
い
い
）
国
」
と
し
て
見
ら
れ
て

お
り
、
内
需
外
需
は
良
く
、
悲
観

的
に
考
え
る
必
要
は
な
い
と
力
説

し
ま
し
た
。
日
本
の
ポ
ッ
プ
カ
ル

チ
ャ
ー
と
様
々
な
製
品
が
世
界
を

変
え
る
と
主
張
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
一
例
と
し
て
、
ト
ヨ
タ
に
見

る

”は
ま
り
“
の
日
本
経
済
と
企

業
を
考
察
。
日
本
企
業
は
、
格
付

け
、
技
術
、
世
界
の
消
費
者
の
受

容
性
か
ら
見
て
も
90
年
代
に
失
っ

た
世
界
経
済
へ
の
適
合
性
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
る
と
分
析
さ
れ
ま
し

た
。
伊
藤
氏
は
人
口
減
少
化
の
経

済
に
触
れ
、
Ｉ
Ｔ
化
に
よ
る
消
費

者
・
需
要
家
の
捕
捉
、
商
圏
の
拡

大
の
重
要
さ
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

●
研
修
テ
ー
マ
３

「「
日日
本本
力力
＝＝
アア
ジジ
アア
をを
引引
っっ
張張
るる
経経
済済
・・

欧欧
米米
がが
憧憧
れれ
るる
文文
化化
」」

講
師
は
、
関
西
学
院
大
学
の
小

西
砂
千
夫
氏
で
し
た
。
小
西
氏
は
、

地
方
分
権
の
経
過
に
つ
い
て
述
べ

た
後
、
平
成
18
年
度
か
ら
実
施
さ

れ
る
地
方
債
の
協
議
制
に
つ
い
て

詳
し
く
触
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

地
方
に
対
す
る
単
な
る
許
可
で
は

な
く
、
地
方
債
の
安
全
性
を
全
体

で
守
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
一
部

の
財
政
状
況
の
厳
し
い
団
体
に
つ

い
て
は
残
し
た
形
で
協
議
制
に
移

行
す
る
も
の
。
自
治
体
の
長
期
的

資
金
運
用
に
関
す
る
も
の
で
、
議

会
の
自
治
体
経
営
に
関
す
る
分
析

能
力
が
問
わ
れ
る
も
の
と
い
え
ま

す
。

●
研
修
テ
ー
マ
４

「「
分分
権権
新新
時時
代代
のの
地地
方方
財財
政政
」」

議
員
の

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を

め
ざ
し
て

●
研
修
テ
ー
マ
１

「「
地地
域域
ぐぐ
るる
みみ
のの
早早
期期
痴痴
呆呆
対対
策策
」」
ボボ
ケケ
なな
いい
生生
きき
方方

●研修テーマ２

これからの政治展望これからの政治展望

●
各
テ
ー
マ
の
レ
ポ
ー
ト
が
あ
り
ま

す
。
く
わ
し
く
は
議
会
事
務
局
に
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
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市民の評価を受けることが大切

行
　
政

市
　
民

市
　
民

利
用
成
果

業
務
成
果

計　画

財　源

予算化

事業
化

要　
望

負　担

費　用

利　用

政策

施策

事務事業

活動

業務

内
部
評
価

外部評価

モニタリング
（継続監視）

自治体運営の現状

◆行政サービスの業績を測る物差しがない
◆計画→実施のサイクルとなっており、評
価にもとづいた改善活動が行われていな
い
◆効率化・創意工夫のインセンティブ（動
機付け）が機能していない
◆行政資源配分を明確に根拠だてる情報体
系がない
◆政策・予算・定数の計画・管理が一体化
されていない

導入の背景

◆財政状況の悪化⇒あれもこれもの行政か
ら、あれかこれかの行
政へ

◆地方分権の促進⇒自治体の政策形成能力
と自治体間競争

◆住民の意識変化⇒多様化する住民ニーズ
（必要性）と透明性の
要求（情報公開）

新たな枠組み

◆成果重視による行財政運営
◆施策・事業の選択・重点化による限りあ
る行政資源の有効配分
◆市民への責任ある公表の徹底

Plan
（計画）

Action
（改善）

Do
（実行）

Check
（点検）
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価
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価
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価

行
政
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価

行
政
評
価

行
政
評
価

行
政
評
価

行
政
評
価
と
は
？

行
政
資
源
と
い
わ
れ
る
「
人
・
物
・
金
・
情
報
・
ノ
ウ
ハ

ウ
」
を
効
果
的
に
配
分
で
き
る
よ
う
制
度
評
価
を
行
う
こ

と
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
の
「
予
算
執
行
型
運
営
」
か
ら

「
成
果
指
向
型
運
営
」
に
転
換
す
る
た
め
の
ツ
ー
ル
（
道

具
）

古賀市・福津市・新宮町の
合同研修会風景（昨年11月22日）

研研 修修
報報 告告

行政評価の目的や効果について研修
平成17年11月22日、福津市のカメリアホールにおいて、古賀市、福津市、

新宮町の各議会議員が合同で研修会を行いました。監査法人トーマツの松野博
雪氏を講師に、「自治体経営における意志決定ツール～行政評価について～」と
いうテーマで行政評価の目的や効果について学びました。
その主な内容について講師の資料にもとづき報告します。今後の行財政運営

のあり方を考える参考資料としてご覧下さい。
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文教厚生委員会が環境ボランティア
少子・高齢化対策で行政視察
文教厚生委員会は、平成17年10月26日～28日に小田原市の「環境ボランテ

ィア」、千代田区の「幼保一元化」、武蔵野市の高齢者施策「テンミリオンハウ
ス」などを視察しました。そこで視察の概要をご報告します。

小
田
原
市
は
神
奈
川
県
の
南
西

部
に
位
置
し
、
人
口
19
万
８
千
人

で
す
。

平
成
５
年
の
環
境
法
制
定
を
受

け
、
小
田
原
市
は
平
成
７
年
に

「
箱
根
の
自
然
を
守
ろ
う
」
と
環

境
元
年
を
宣
言
。
同
年
、
環
境
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
制
度
が
制
定
さ

れ
、
平
成
８
年
に
は
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
協
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

そ
の
立
ち
上
げ
は
市
が
し
か
け
、

現
在
53
団
体
、
70
個
人
会
員
に
拡

大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
名
称
は

「
環
ボ
ラ
」
と
い
い
活
動
の
８
割

が
美
化
清
掃
と
の
こ
と
で
し
た
。

市
の
最
大
の
お
祭
り
「
北
条
五

大
祭
り
」
の
後
の
大
掃
除
を
担
当

し
て
い
ま
す
。
組
織
が
大
き
く
な

っ
た
た
め
、
３
部
会
（
心
地
よ
い

森
づ
く
り
会
、
環
境
美
化
部
会
、

広
報
部
会
）
に
分
け
て
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
小
田
原
市
の
登
録
制

度
は
、
様
々
な
グ
ル
ー
プ
が
情
報

交
換
し
な
が
ら
活
動
で
き
る
と
い

う
点
で
、
古
賀
市
に
と
っ
て
も
大

い
に
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

小
田
原
市

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

登
録
制
度

千
代
田
区

幼
稚
園
と
保
育
園
の

一
元
化
の
取
り
組
み

東
京
都
千
代
田
区
の
定
住
人
口

は
４
万
２
千
人

で
、
昼
と
夜
の

人
口
差
が
大
き

い
と
い
う
課
題

を
抱
え
て
い
ま

す
。幼

保
一
元
化

の
経
過
で
す

が
、
昭
和
50
年

代
、
０
歳
児
保

育
の
要
望
が
あ

り
ま
し
た
。
用

地
の
確
保
が
難

し
い
た
め
実
現

で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
昭
和

63
年
に
小
学
校

に
併
設
の
幼
稚

園
と
保
育
園
を

組
み
合
わ
せ

「
年
齢
区
分
方

式
」
の
「
い
ず

み
幼
稚
園
、
保

育
園
」
が
で
き

ま
し
た
。
当
時

は
、
制
度
面
、
施
設
面
、
職
員
体

制
の
一
元
化
は
せ
ず
、
両
園
の
連

携
を
深
め
、
運
営
の
一
本
化
を
目

指
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
幼
保
一
元
化
に
関
す

る
国
の
方
針
も
変
化
し
た
こ
と
か

ら
、
区
と
し
て
幼
児
教
育
の
あ
り

方
を
検
討
。
平
成
14
年
に
条
例
を

制
定
し
、
「
い
ず
み
子
ど
も
園
」

が
設
置
さ
れ
、
幼
稚
園
・
保
育
園

を
包
括
す
る
新
た
な
乳
幼
児
育
成

施
設
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し

た
。
全
国
的
に
先
駆
け
的
な
千
代

田
区
の
取
り
組
み
は
、
古
賀
市
に

お
け
る
子
育
て
支
援
に
と
っ
て
も

参
考
に
な
り
ま
し
た
。

武
蔵
野
市
は
、
人
口
13
万
２
千

人
で
人
口
密
度
が
全
国
第
２
位
で

す
が
、
緑
比
率
24
％
で
、
大
き
な

街
路
樹
と
草
花
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く

植
栽
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
テ
ン
ミ
リ
オ
ン
ハ
ウ
ス
」
と

は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
市
民

等
の
『
共
助
』
の
取
り
組
み
に
対

し
、
年
間
１
千
万
円
の
中
で
市
が

運
営
の
補
助
・
支
援
を
行
う
事
業

で
す
。
介
護
保
険
制
度
を
補
完
し
、

高
齢
者
が
い
つ
で
も
集
ま
れ
る
身

近
な
施
設
で
す
。
平
成
10
年
よ
り

事
業
が
開
始
し
、
現
在
６
カ
所
の

「
テ
ン
ミ
リ
オ
ン
ハ
ウ
ス
」
が
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
運
営
主
体
は

市
民
団
体
３
カ
所
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

３
カ
所
。

新
し
い
施
設
「
花
時
計
」
を
見

学
。
運
営
は
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
Ｏ
Ｂ

仲
間
で
し
た
。
民
家
を
改
装
し
、

一
階
は
高
齢
者
が
主
、
二
階
は
子

育
て
中
の
親
子
、
多
世
代
交
流
を

し
て
い
ま
す
。

地
域
福
祉
や
介
護
予
防
の
必
要

性
が
叫
ば
れ
る
今
日
、
古
賀
市
に

お
い
て
も
武
蔵
野
市
の
テ
ン
ミ
リ

オ
ン
ハ
ウ
ス
の
考
え
方
は
大
変
参

考
に
な
り
ま
し
た
。

テンミリオンハウス「花時計」

武
蔵
野
市

テ
ン
ミ
リ
オ
ン
ハ
ウ
ス

の
取
り
組
み

早朝保育 教育的活動を行う時間 通常保育 延長保育

午前
７：30

午前
８：40

午後
１：50

午後
６：30

午後
７：30

幼稚園教育要領と保育所保育指針に基づく乳幼児育成課程
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隣
保
館

隣
保
館
を
中
心
と
し
た
地
域
福

祉
を
進
め
て
い
く
中
で
、
誰
も
が

地
域
の
た
め
に
活
躍
で
き
る
地
域

づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
行
政
は
、
地
域
の
実
情
を
正

確
に
捉
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
、

高
齢
者
の
実
態
調
査
、
相
談
事
業

を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
。

健
康
づ
く
り
課

古
賀
市
地
域
健
康
づ
く
り
・
生

き
が
い
活
動
支
援
事
業
は
、
８
行

政
区
で
活
動
し
て
お
り
、
こ
の
地

域
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
が
活

発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

高
齢
者
福
祉
課

改
正
さ
れ
た
介
護
保
険
法
が
平

成
18
年
４
月
施
行
。
主
な
改
正
点

は
、
予
防
重
視
型
シ
ス
テ
ム
へ
の

転
換
、
要
支
援
と
要
介
護
１
が
要

支
援
１
、
要
支
援
２
、
要
介
護
１

に
３
分
類
さ
れ
る
こ
と
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
立
、
低
所

得
者
対
策
の
充
実
な
ど
と
の
説
明

で
す
。

こ
ど
も
政
策
課

庄
保
育
所
の
花
見
光
会
へ
の
民

間
委
譲
に
つ
い
て
の
質
問
に
、
花

鶴
保
育
所
の
経
験
を
生
か
し
、
児

童
・
保
護
者
の
不
安
が
な
い
よ
う

に
進
め
て
い
る
と
の
答
弁
で
す
。

福
祉
課

今
ま
で
の
障
害
者
支
援
費
制
度

に
か
わ
る
、
障
害
者
自
立
支
援
法

が
平
成
18
年
４
月
よ
り
施
行
。
知

的
、
身
体
、
精
神
障
害
の
一
元
化
、

利
用
者
本
位
の
サ
ー
ビ
ス
体
系
に

再
編
、
就
労
支
援
の
強
化
な
ど
を

改
革
し
た
制
度
と
の
報
告
で
す
。

人
権
・
同
和
政
策
課

男
女
共
同
参
画
を
正
し
く
理
解

し
て
も
ら
う
た
め
に
実
行
委
員
会

で
は
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し

た
。
男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
は
、

人
が
集
ま
っ
て
い
る
所
に
と
の
考

え
で
、
対
象
者
に
合
っ
た
テ
ー
マ

で
取
り
組
み
、
い
ろ
い
ろ
な
団
体

に
広
げ
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で

す
。

教
育
総
務
課

第
44
回
福
岡
県
人
権
・
同
和
教

育
研
修
大
会
及
び
第
22
回
古
賀
市

同
和
教
育
大
会
が
、
古
賀
市
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
大
会
で
古
賀
中
学

校
、
北
中
学
校
の
生
徒
が
発
表
し

た
平
和
劇
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
、

参
加
者
や
同
和
教
育
関
係
者
か
ら

も
好
評
で
あ
っ
た
、
も
っ
と
発
表

の
場
を
設
け
る
よ
う
取
り
組
み
た

い
と
の
こ
と
で
す
。

学
校
教
育
課

ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て
の
質
問

に
、
学
校
施
設
で
は
６
施
設
７
検

体
の
調
査
を
し
異
状
は
な
か
っ

た
。
教
室
の
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

に
つ
い
て
は
、
基
準
値
を
超
え
て

い
る
と
こ
ろ
が
７
カ
所
あ
る
が
、

一
定
の
悪
条
件
を
考
慮
し
検
査
し

て
お
り
、
通
常
の
換
気
を
行
っ
た

時
点
で
は
基
準
値
く
ら
い
に
な
る

と
予
測
し
て
い
る
。
学
校
側
と
協

議
し
な
が
ら
対
策
を
考
え
て
い
る

と
の
答
弁
で
す
。

生
涯
学
習
課

ク
ロ
ス
パ
ル
こ
が
の
送
迎
バ
ス

の
利
用
者
数
、
高
齢
者
や
幼
児
の

利
用
拡
大
に
つ
い
て
質
問
が
あ

り
、
指
定
管
理
者
の
コ
ナ
ミ
ス
ポ

ー
ツ
も
会
員
確
保
に
努
め
て
き
た

の
で
、
今
後
、
都
度
利
用
や
市
民

の
啓
発
に
つ
い
て
協
議
し
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
と
の
答
弁
で
す
。

青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

青
少
年
の
相
談
窓
口
と
し
て
の

少
年
セ
ン
タ
ー
の
案
内
カ
ー
ド
を

各
中
学
校
の
校
門
で
、
少
年
指
導

員
、
補
導
員
な
ど
、
40
名
の
参
加

で
配
布
を
し
た
と
の
報
告
で
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー

小
学
生
と
地
元
の
農
産
物
生
産

者
と
の
交
流
会
が
あ
り
、
食
育
と

地
産
地
消
の
良
い
教
材
に
な
っ
た

と
の
報
告
で
す
。

５

委
員
長

許
山
　
秀
仁

改
正
さ
れ
た
介
護
保
険
法
、
障
害
者

自
立
支
援
法
が
４
月
よ
り
施
行

●
文
教
厚
生
委
員
会

常
任
委
員
会
報
告

平
成
17
年
12
月
議
会

（
本
会
議
の
委
員
長
報
告
の
概
要
）

新たに配布された「案内カード」

人権・同和教育大会で発表された中学
生による平和劇（昨年10月15日）
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国
保
年
金
課

75
歳
以
上
の
新
老
人
保
健
制

度
・
高
齢
者
医
療
に
か
か
る
医
療

費
負
担
増
等
の
情
報
収
集
を
行
い

ま
し
た
。
国
保
会
計
の
財
政
運
営

の
件
等
の
質
疑
を
し
ま
し
た
。

財
政
課

従
来
の
予
算
方
式
は
積
み
上
げ

方
式
に
よ
る
当
初
予
算
編
成
で
し

た
。
今
年
度
は
、
経
営
改
革
推
進

本
部
を
立
ち
上
げ
、
財
政
の
健
全

化
確
保
と
財
政
基
盤
の
確
立
、
歳

出
の
効
率
化
・
重
点
化
を
図
り
最

小
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る

た
め
の
対
策
を
検
討
。
来
年
度
予

算
に
つ
い
て
は
一
般
会
計
の
経
常

的
経
費
に
つ
い
て
枠
配
分
を
実
施

す
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

そ
の
目
的
と
し
て
は
、
職
員
の

経
営
感
覚
を
生
か
し
た
事
業
の
創

設
整
理
及
び
コ
ス
ト
意
識
の
向

上
・
組
織
の
活
性
化
・
人
材
育
成

を
重
ね
な
が
ら
政
策
立
案
能
力
の

向
上
を
図
る
た
め
で
す
。

総
務
課

市
内
巡
回
バ
ス
・
清
掃
工
場
の

ト
ラ
ブ
ル
報
告
・
防
災
会
議
、
11

月
13
日
の
総
合
防
災
訓
練
等
の
説

明
と
市
民
へ
の
周
知
連
絡
等
に
つ

い
て
質
疑
を
し
ま
し
た
。

他
に
総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ

て
い
る
所
管
事
務
調
査
の
報
告

は
、
ペ
ー
ジ
の
都
合
割
愛
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

委
員
長

舩
越
　
嘉
彦

３
点
の
年
間
テ
ー
マ
に
つ
い
て

提
言
・
提
案
・
要
望
を
報
告

●
総
務
委
員
会

市民参加の防災訓練

６

総務委員会平成17年度年間テーマの中間報告

今年度は３つの年間テーマを調査・研究してきましたが、来年度予算が編
成される時期にあたり、以下の提言・提案・要望を12月議会で報告しました。

（１）地域防災計画の見直しについて提言
①地域防災計画の概要版の作成と関係機関への配布
②各家庭に常備する防災マニュアル冊子の作成と全戸配布
③医療機関、高校、スーパー等に防災計画の説明と防災会議の案内を行うこと
④スーパー、商工会等と災害時の協力協定の締結に向けた協議
⑤災害罹災者用の物品備蓄は平成17年度で打ち切らず拡充をはかること
⑥サンコスモに備蓄している現状を見直し、小中学校、公民館等に非常用物資の備蓄スペースを確保

（２）地域コミュニティの検証、人材育成の環境について
①地域コミュニティについては、優先すべき課題は、自治活動の内容を把握し、将来における住民自
治のあるべき姿を示すことであり、実態調査の実施を提案
②人材育成の環境については、今求められているのは、使命感・責任感・やる気を醸成することと考
え、このような内面的意識改革は陣頭指揮が重要であり、職員との会議の見直しを図るなど、今ま
で以上に対話の機会を充実するよう提案

（３）人事評価制度・目標管理制度・行政評価制度について
①人事評価や目標管理については、評価シートの改善・評価者研修など、良いものへと常に見直しを
行い改善・改良を積み重ねること、携わる人材の問題として、新しい取り組みであることから専門
的セクションにて取り組みを進めるように要望
②行政評価制度は平成18年に本格導入するが、この目的は、行政運営の効率化・職員の意識改革・
成果重視の行政運営・市民への説明責任・総合計画の進捗管理である。この制度の導入にも、職員
体制の整備が重要であると認識し、長期的視野に立った職員配置を考慮することを要望
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水
道
行
政

給
配
水
管
漏
水
調
査
委
託
は
、

㈱
コ
ス
モ
リ
サ
ー
チ
と
契
約
が
な

さ
れ
、
管
路
調
査
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
漏
水
箇
所
は
、
前
期
で
26
カ

所
が
判
明
し
て

い
ま
す
。
執
行

部
は
、
昨
年
３

月
に
発
生
し
た

福
岡
西
方
沖
地

震
が
原
因
で
は

な
い
か
と
の
見

解
で
、
後
期
も

既
に
21
カ
所
の

漏
水
が
判
明
し

て
お
り
、
全
体

で
は
１
日
の
漏

水
量
が
５
０
０

ト
ン
に
達
す
る

と
い
う
こ
と
か

ら
、
修
理
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

小
竹
共
同
配

水
池
関
連
の
配
水
管
布
設
工
事
が

完
了
。
今
ま
で
小
竹
は
管
末
に
な

っ
て
い
ま
し
た
が
、
本
管
を
つ
な

ぐ
こ
と
に
よ
り
、
水
が
循
環
し
水

質
改
善
が
行
わ
れ
ま
す
。

下
水
道
事
業

公
共
下
水
道
事
業
に

つ
い
て
、
補
助
事
業
の

８
件
は
、
す
べ
て
施
工

中
で
す
。
前
回
、
委
員

会
で
報
告
以
降
に
業
者

が
決
定
し
た
６
件
に
つ

い
て
、
業
者
名
、
工
事

期
間
、
契
約
金
額
等
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
、

進
捗
状
況
の
調
査
を
し

ま
し
た
。

農
業
集
落
排
水
事
業

は
、
筵
内
・
久
保
地
区

農
業
集
落
排
水
事
業
、

補
助
事
業
を
分
離
発
注

で
13
件
に
工
事
箇
所
を
ふ
や
し
、

工
事
期
間
の
短
縮
と
交
通
機
関
へ

の
配
慮
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

都
市
計
画

土
地
利
用
対
策
室
か
ら
は
、
ま

ち
づ
く
り
委
員
会
の
開
催
状
況
に

つ
い
て
、
一
覧
表
を
も
と
に
説
明

を
受
け
ま
し
た
。
10
月
末
日
ま
で

に
７
回
開
催
を
最
高
に
開
催
さ
れ

た
行
政
区
が
６
区
で
開
催
の
準
備

中
が
２
行
政
区
で
す
。
開
催
さ
れ

て
い
る
行
政
区
は
、
論
議
が
熱
心

に
行
わ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

公
園
有
料
化
に
つ
い
て
、
９
月

か
ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
約
１
カ

月
間
の
利
用
状
況
と
し
て
、
申
し

込
み
数
で
は
、
小
野
公
園
、
グ
リ

ー
ン
パ
ー
ク
多
目
的
広
場
、
両
施

設
と
も
約
半
減
し
て
い
ま
す
。

産
業
振
興

給
食
交
流
会
に
つ
い
て
、
小
学

校
、
給
食
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、

地
産
地
消
、
地
元
の
野
菜
等
を
消

費
す
る
目
的
で
積
極
的
に
行
う
と

の
こ
と
で
す
。
古
賀
東
小
学
校
で

は
、
10
月
に
交
流
会
が
実
施
さ
れ
、

保
護
者
43
名
と
生
産
者
３
名
、
産

業
振
興
課
、
農
協
、
農
業
改
良
普

委
員
長

矢
野
　
治
男

小
竹
共
同
配
水
池
関
連
の

配
水
管
布
設
工
事
が
完
了

●
建
設
産
業
委
員
会

歩道が広がる国道495号（花見交差点）

及
セ
ン
タ
ー
、
給
食
セ
ン
タ
ー
職

員
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

小
野
小
学
校
も
開
催
の
予
定
を

し
て
い
ま
す
。
な
お
、
地
産
地
消

の
面
で
は
、
古
賀
市
内
で
の
古
賀

産
の
野
菜
、
米
等
の
納
入
率
の
説

明
も
受
け
て
い
ま
す
。

第
８
回
沿
岸
松
原
サ
ミ
ッ
ト

は
、
今
回
は
古
賀
市
で
12
月
４
日

に
古
賀
西
小
学
校
で
開
催
。

北
九
州
市
か
ら
唐
津
市
（
五
市

五
町
）
に
か
け
て
の
沿
岸
で
松
原

を
保
全
す
る
人
々
が
集
ま
り
、
相

互
に
情
報
の
交
換
を
行
い
ま
す
。

（
当
日
は
、
作
業
も
含
め
約
３
０

０
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。）

建
設
行
政

建
設
課
管
理
係
所
管
事
務
（
国

及
び
県
営
事
業
）
米
多
比
谷
山
古

賀
線
、
青
柳
四
つ
角
か
ら
今
在
家

に
つ
い
て
は
、
現
在
、
物
件
補
償
、

用
地
買
収
、
今
在
家
橋
改
良
、
文

化
財
発
掘
等
を
施
工
中
で
す
。
今

在
家
橋
は
、
新
設
部
分
の
上
部
工

事
と
既
存
部
分
の
補
強
工
事
が
施

行
さ
れ
、
今
年
度
完
了
予
定
で
す
。

そ
の
他
、
建
築
係
所
管
業
務
、
土

木
所
管
業
務
の
調
査
も
行
っ
て
い

ま
す
。

増築されたコスモス館
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一
般
質
問

決
め
る
事
に
な
っ
て
い
る
が
。

岩
井
助
役

基
本
的
に
は
現
状
の

方
針
で
あ
る
が
協
議
が
整
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

問

補
助
金
の
増
額
が
あ
る
か
。

岩
井
助
役

協
議
中
で
あ
り
現
段

階
で
は
申
し
上
げ
る
内
容
が
な
い
。

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
切
望

す
る
市
民
か
ら
は
様
々
な
ア
イ
デ

ア
が
提
案
さ
れ
て
い
る
が
。

市
長

市
の
財
政
負
担
力
に
は
限

界
が
あ
る
が
検
討
し
て
い
く
。

問

健
康
文
化
施
設
と
し
て
建
設

さ
れ
た
ク
ロ
ス
パ
ル
こ
が
が
本
来

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
も
市

民
の
利
用
拡
大
に
つ
な
が
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
を
。

岩
井
助
役

市
民
ニ
ー
ズ
、
運
用

形
態
を
含
め
検
討
し
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

循
環
型
社
会
に
向
け
て
　
生
ご
み

か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

遺
伝
子
組
み
換
え
ナ
タ
ネ
自
生
・
交
雑
防
止
を

（
答
）
国
、
県
の
動
向
を
見
て
い
く

問

遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
は
、

人
の
健
康
や
自
然
の
生
態
系
を
こ

わ
す
恐
れ
が
あ
り
、
消
費
者
も
生

産
者
も
不
安
を
抱
い
て
い
る
。

市
民
団
体
の
調
査
で
、
古
賀
市

内
で
遺
伝
子
組
み
換
え
さ
れ
た
ナ

タ
ネ
（
菜
の
花
）
が
確
認
さ
れ
た
。

こ
れ
以
上
、
遺
伝
子
組
み
換
え
作

物
を
広
げ
な
い
た
め
に
実
態
調
査

を
。

市
長

一
自
治
体
の
対
応
に
は
限

界
が
あ
り
、
今
後
、
国
、
県
の
動

向
を
見
な
が
ら
対
応
し
て
い
く
。

問

遺
伝
子
組
み
換
え
作
物
の
栽

培
規
制
強
化
を
国
や
県
へ
求
め
て

は
。

市
長

今
後
と
も
、
国
、
県
の
動

向
を
注
視
し
た
い
。

化
学
物
質
子
ど
も
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

の
策
定
を

問

私
た
ち
は
、
多
く
の
化
学
物

質
に
囲
ま
れ
て
生
活
し
て
い
る
。

特
に
、
子
ど
も
は
成
長
、
発
達
途

中
に
あ
り
、
大
人
よ
り
化
学
物
質

の
害
を
受
け
や
す
く
、
健
康
へ
の

影
響
が
心
配
さ
れ
る
。

学
校
給
食
の
遺
伝
子
組
み
換
え

食
材
排
除
の
取
り
組
み
は
。

教
育
長

学
校
給
食
会
か
ら
全
体

の
68
・
５
％
を
納
入
し
て
お
り
、

遺
伝
子
組
み
換
え
食
材
は
使
用
し

な
い
。

問

今
年
度
も
、
学
校
空
気
環
境

調
査
で
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
基
準

値
を
上
回
る
教
室
が
７
教
室
あ
っ

た
。
積
極
的
対
策
を
。

教
育
長

今
年
度
中
に
再
調
査

し
、
対
策
に
努
め
る
。

問

学
校
の
近
く
の
松
林
は
薬
剤

空
中
散
布
を
し
な
い
で
。

市
長

効
果
あ
る
防
除
方
法
の
検

証
、
研
究
を
行
っ
て
い
く
。

問

家
庭
、
地
域
、
事
業
者
へ
化

学
物
質
の
子
ど
も
へ
の
影
響
を
正

し
く
知
ら
せ
、
影
響
の
な
い
も
の

の
使
用
や
代
替
品
の
切
り
替
え
を

進
め
て
は
。

市
長

で
き
る
こ
と
か
ら
す
る
。

前野　早月議員

問

市
民
が
待
ち
望
ん
で
い
た
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
実
現
し

て
い
な
い
。
西
鉄
新
路
線
バ
ス
は

７
カ
月
間
で
６
６
５
万
円
の
赤
字

で
あ
り
６
６
０
万
円
の
補
助
を
し

て
も
厳
し
い
運
営
で
あ
る
。
今
こ

そ
多
く
の
市
民
が
利
用
で
き
夢
を

与
え
て
く
れ
る
バ
ス
に
つ
い
て
議

論
を
復
活
さ
せ
る
べ
き
で
あ
る
。

新
路
線
バ
ス
の
現
状
に
つ
い
て
。

市
長

想
定
よ
り
利
用
者
が
少
な

い
状
況
で
あ
る
。

問

西
鉄
新
路
線
バ
ス
の
政
策
的

評
価
は
。

市
長

市
民
参
加
に
よ
る
公
共
交

通
に
関
す
る
懇
話
会
で
議
論
さ
れ

た
交
通
空
白
地
域
・
不
便
地
域
の

解
消
を
図
る
た
め
、
路
線
バ
ス
事

業
者
と
の
協
議
を
経
て
、
事
業
者

の
経
験
と
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か
す
形

で
行
わ
れ
て
い
る
。

問

来
年
度
方
針
は
い
つ
協
議
し

た
か
。

市
長

10
月
以
降
、
バ
ス
事
業
者

と
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

問

協
定
書
で
は
９
月
末
ま
で
に

新
路
線
バ
ス
は
赤
字
　
市
民
の
望
む
見
直
し
を

（
答
）
市
内
公
共
交
通
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く

遺伝子交雑が心配されるナタネ

豊田 みどり議員

新路線は赤字
市民が望むバスの検討を
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問

介
護
保
険
は
安
心
で
き
る
も

の
に
な
っ
て
い
な
い
。
改
正
で
ど

う
な
る
の
か
。
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
の
役
割
は
、
直
営
か
、
体

制
は
ど
う
な
る
の
か
。

市
長

介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
、
総
合
相
談
・
支
援
、
権
利
擁

護
事
業
や
包
括
的
・
継
続
的
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
担
う
。
直
営
の
方
針

で
、
平
成
18
年
１
月
に
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
協
議
会
に
提

案
す
る
。
体
制
は
今
後
検
討
。

問

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

は
ど
う
な
る
の
か
。

市
長

要
支
援
と
要
介
護
１
の
方

の
状
態
の
維
持
や
改
善
の
可
能
性

を
踏
ま
え
、
自
立
支
援
に
向
け
た

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
も
と
に
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
す
る
。

問

給
付
費
削
減
は
サ
ー
ビ
ス
の

切
り
す
て
に
な
る
の
で
は
。

市
長

個
々
の
利
用
者
に
適
切
な

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
や
継
続
的
予
防
事

業
を
実
施
し
、
生
活
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
が
目
的
。
サ
ー
ビ
ス
の
切
り

す
て
に
は
な
ら
な
い
。

問

公
費
で
お
こ
な
っ
て
き
た
保

健
福
祉
事
業
が
介
護
保
険
財
政
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
つ
い
て

問

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
中
間
見
直

し
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
が
７

名
と
い
う
結
果
は
失
敗
で
は
。

市
長

内
容
的
に
貴
重
な
意
見
で

意
義
あ
っ
た
。
数
が
少
な
い
と
い

う
問
題
で
は
な
い
と
考
え
る
。

問

次
期
市
長
選
前
に
３
０
０
０

人
対
象
に
市
民
意
識
調
査
を
実
施

す
れ
ば
、
市
政
選
択
の
判
断
材
料

が
提
供
さ
れ
る
の
で
は
。

市
長

次
期
総
合
振
興
計
画
策
定

に
向
け
て
考
え
て
い
き
た
い
。

予
算
の
枠
配
分
方
式
に
つ
い
て

問

来
年
度
予
算
編
成
か
ら
導
入

さ
れ
る
枠
配
分
方
式
の
特
徴
は
。

市
長

経
常
的
経
費
に
つ
い
て
一

般
財
源
予
算
枠
を
各
部
に
配
分

し
、
各
部
は
そ
の
枠
内
で
経
営
感

覚
を
生
か
し
て
予
算
を
編
成
。
財

政
基
盤
確
立
、
歳
出
重
点
化
、
職

員
の
政
策
立
案
能
力
・
コ
ス
ト
意

識
の
向
上
が
図
ら
れ
る
。

問

市
の
仕
事
の
診
断
結
果
を
飛

び
越
し
た
感
が
あ
る
。
導
入
の
目

的
は
歳
出
抑
制
の
た
め
か
住
民
の

満
足
度
を
得
る
た
め
か
。

岩
井
助
役

双
方
に
効
果
が
あ
る

と
考
え
る
。

問

古
賀
市
で
は
ま
ず
物
件
費
と

維
持
補
修
費
を
枠
配
分
対
象
と
す

る
が
、
そ
の
効
果
は
。

岩
井
助
役

財
政
効
果
は
出
る
と

考
え
て
い
る
。
人
材
育
成
、
子
育

て
支
援
、
健
康
づ
く
り
、
青
少
年

健
全
育
成
等
を
重
点
的
に
行
う
。

問

２
０
１
０
年
ま
で
に
私
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
生
ご
み
資
源

化
、
中
学
校
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
若

者
夫
婦
受
入
れ
家
賃
助
成
等
を
優

先
的
に
確
保
す
べ
き
と
思
う
。

市
長

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
基
本
計

画
７
項
目
を
推
進
。
枠
配
分
の
中

で
職
員
が
冗

じ
ょ
う

費ひ

を
削
り
効
果
的
政

策
に
力
を
入
れ
る
こ
と
を
期
待
。

問

施
政
方
針
に
２
０
１
０
年
ま

で
に
ど
う
す
る
か
示
し
て
ほ
し
い
。

市
長

ま
だ
決
め
て
い
な
い
。

移
り
、
厳
し
い
も
の
に
な
る
。
サ

ー
ビ
ス
の
内
容
も
変
わ
る
の
で
は
。

保
健
福
祉
部
長

要
支
援
１
・
２

の
対
象
者
は
６
０
０
名
ほ
ど
。
新

予
防
給
付
の
中
身
は
、
こ
れ
か
ら

検
討
し
て
詰
め
て
い
く
。

小
中
校
に
少
人
数
学
級
拡
大
を

問

35
人
以
下
学
級
の
評
価
は
、

来
年
度
の
取
り
組
み
は
。
学
力
向

上
や
個
性
を
伸
ば
す
教
育
の
た
め

に
、
小
中
学
校
の
全
学
級
に
少
人

数
学
級
を
拡
大
し
て
は
ど
う
か
。

教
育
長

集
団
生
活
に
慣
れ
て
い

な
い
子
ど
も
達
に
き
め
細
や
か
な

指
導
が
で
き
、
教
育
効
果
あ
り
と

の
報
告
。
少
人
数
学
級
は
小
１
・

２
年
の
み
で
、
該
当
し
な
い
学
年

に
は
認
め
ら
れ
な
い
。
少
人
数
指

導
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
導
入
で
指
導

に
努
め
る
。

市
長
選
前
に
市
民
意
識
・
満
足
度
調
査
の
実
施
を

（
答
）
次
期
総
合
振
興
計
画
策
定
に
向
け
て
考
え
た
い

改
正
で
介
護
保
険
は
ど
う
変
わ
る
の
か

（
答
）
検
討
中
、
こ
れ
か
ら
進
め
て
い
く

診断抜きの枠配分は成功するか

変わる保険給付と要介護区分

要支援１� 要支援２�

要介護１�

要介護１�

要介護２� 要介護３� 要介護４� 要介護５�

要支援� 要介護２� 要介護３� 要介護４� 要介護５�

要支援者� 要介護者�

新予防給付� 介護給付�

改
正
後
（
　
　
） 

現
行
（
　
　
）�

06年�
４月～�

06年�
３月まで�

◇議会だよりに掲載する一般質問の原稿は、議会会議録をもとに質問した議員の責任でまとめたものです。
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問

分
別
収
集
を
始
め
て
７
〜
８

年
経
過
し
た
が
ご
み
の
減
量
に
は

な
っ
て
い
な
い
。
ご
み
処
理
基
本

計
画
の
庁
内
推
進
体
制
は
。

市
長

委
員
会
を
組
織
し
取
り
組

み
、
昨
年
度
よ
り
減
少
し
て
い
る
。

問

庁
内
各
課
を
み
る
と
菓
子

箱
、
包
装
紙
、
紙
切
れ
な
ど
ご
み

に
な
っ
て
い
る
。
議
会
答
弁
用
紙

も
片
面
印
刷
を
両
面
印
刷
に
す
れ

ば
、
資
源
の
節
約
に
な
る
。
各
出

先
等
に
も
ご
み
減
量
の
徹
底
を
。

総
務
部
長

紙
用
品
の
使
用
量

は
、
５
年
間
で
６
％
減
を
目
標
と

し
て
い
る
。
委
員
会
の
下
部
組
織

も
各
課
に
あ
る
の
で
指
摘
を
し
な

が
ら
推
進
し
て
い
き
た
い
。

市
長

答
弁
書
の
両
面
印
刷
は
取

り
扱
い
に
く
い
。
大
事
な
答
弁
な

の
で
ご
理
解
願
い
た
い
。

問

基
本
計
画
の
市
長
の
挨
拶
文

に
反
し
て
い
る
。
利
便
性
、
経
済

性
、
環
境
へ
の
負
荷
な
ど
考
え
検

討
し
て
ほ
し
い
。
紙
パ
ッ
ク
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
、
ト
レ
イ
な
ど
は
、

同
一
成
分
で
リ
サ
イ
ク
ル
に
適
し

た
製
品
。
徹
底
し
た
回
収
施
策
を
。

市
民
部
長

分
別
収
集
し
や
す
い

条
件
整
備
な
ど
計
画
の
見
直
し
も

含
め
て
検
討
し
た
い
。

問

市
内
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

等
へ
の
ご
み
減
量
協
力
依
頼
は
。

市
長

レ
ジ
袋
削
減
と
簡
易
包
装

推
進
の
理
解
協
力
を
求
め
て
い
る
。

問

ス
ー
パ
ー
の
ご
み
箱
に
、
肉

や
青
果
物
に
使
わ
れ
た
ト
レ
イ
を

は
ず
し
て
捨
て
て
い
く
人
も
い

る
。
焼
却
ご
み
に
な
っ
て
い
る
現

実
を
広
報
し
、
ご
み
減
量
協
力
店

に
ス
テ
ッ
カ
ー
を
貼
る
な
ど
、
消

費
者
に
見
え
る
評
価
を
し
て
は
。

市
民
部
長

市
民
に
対
し
て
の
ア

ピ
ー
ル
不
足
や
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
の
協
力
な
ど
協
議
し
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問

障
害
者
支
援
法
の
課
題
に
つ
い
て
　

手
話
奉
仕
員
派
遣
事
業
に
つ
い
て

問

市
民
一
人
ひ
と
り
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
参
加
し
や
す
い
推
進
プ

ラ
ン
を
策
定
し
て
は
。

市
長

基
本
的
に
は
市
民
活
動
で

あ
り
、
行
政
が
プ
ラ
ン
を
策
定
推

進
等
の
関
与
は
望
ま
し
く
な
い
。

問

分
野
別
に
束
ね
、
交
流
と
活

動
の
支
援
を
す
る
基
盤
整
備
を
。

市
長

行
政
が
総
括
的
に
組
織
化

す
る
こ
と
は
な
じ
ま
な
い
。
今
後

は
各
課
が
連
携
し
幅
広
い
情
報
の

提
供
、
交
流
の
場
の
提
供
、
講
座

実
施
等
の
支
援
に
努
め
た
い
。

問

市
民
と
の
共
働
に
職
員
に
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
休
暇
の
導
入
を
。

市
長

特
別
休
暇
と
し
て
被
災
地

で
の
支
援
活
動
や
福
祉
活
動
等
を

対
象
と
し
て
平
成
11
年
に
制
定
、

こ
の
活
用
に
つ
い
て
周
知
す
る
。

古
賀
市
男
女
共
同
参
画
の
推
進
状

況
に
つ
い
て

問

条
例
や
計
画
は
出
来
て
い
る

が
、
庁
内
推
進
体
制
を
ど
の
よ
う

に
進
め
て
い
る
の
か
。

市
民
部
長

市
長
を
本
部
長
と
し

て
推
進
本
部
を
設
け
て
い
る
が
、

本
年
は
開
催
し
て
い
な
い
。
推
進

委
員
会
は
４
月
28
日
に
開
き
、
施

策
の
推
進
を
協
議
し
た
。

問

男
女
平
等
教
育
の
促
進
、
充

実
に
推
進
委
員
制
度
の
設
置
を
。

教
育
長

学
校
教
育
活
動
全
体
の

中
で
、
人
権
同
和
教
育
の
教
員
が

実
質
の
推
進
委
員
の
活
動
の
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
対
外
式
除
細
動
器
）

を
公
共
施
設
に
設
置
し
て

問

心
臓
突
然
死
が
４
万
人
と
も

い
わ
れ
、
救
命
に
は
医
療
資
格
が

な
く
て
も
一
般
市
民
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
使

用
が
認
め
ら
れ
た
が
、
設
置
は
。

市
長

ク
ロ
ス
パ
ル
こ
が
に
あ
る

が
、
今
後
の
研
究
課
題
。

問

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
を
市
民
、
職

員
に
対
し
て
開
催
し
て
は
。

市
長

粕
屋
北
部
消
防
本
部
で
、

２
千
人
が
受
講
。
職
員
に
つ
い
て

は
、
設
置
時
期
と
合
わ
せ
て
考
慮
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
共
働
の
ま
ち
づ
く
り
を

（
答
）
基
本
的
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
市
民
活
動

店
舗
等
に
協
力
願
い
徹
底
し
た
ご
み
減
量
の
施
策
を

（
答
）
店
舗
と
協
議
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い

新町　直子議員

あなたもできるAEDの応急手当て

ごみ減量の啓発展示

木村　憲子議員
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は
、
一
体
的
に
扱
っ
て
も
ら
い
た

い
が
。

市
長

今
後
、
土
木
事
務
所
、
農

林
事
務
所
と
協
議
し
た
い
。

問

実
態
調
査
に
つ
い
て
。

市
長

要
望
書
の
中
で
地
元
の
状

況
は
十
分
認
識
し
て
い
る
。
ま
ず
、

３
０
０
０

を
除
去
し
た
後
、
原

因
を
調
査
し
根
本
的
な
解
決
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
の
意
向
だ
。

問

調
査
は
い
つ
か
ら
開
始
す
る

の
か
。

市
長

平
成
18
年
度
の
砂
の
除
去

後
早
急
に
行
い
た
い
と
の
回
答
を

得
て
い
る
。

問

取
り
扱
い
の
窓
口
の
一
本
化

に
つ
い
て
。

市
長

建
設
課
を
総
合
窓
口
と
し

て
指
示
し
て
い
る
。

問

中
川
河
口
付
近
は
、
年
末
か

ら
春
に
か
け
、
北
西
の
強
風
で
大

量
の
砂
が
住
宅
地
を
襲
い
、
住
民

の
新
た
な
苦
悩
と
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
に
と
っ
て
、
バ
ケ
ツ
数

十
杯
分
の
砂
を
数
百
メ
ー
ト
ル
先

の
海
岸
に
搬
出
す
る
作
業
は
、
大

変
な
重
労
働
で
あ
る
。

今
年
４
月
、
自
治
会
長
（
区
長
）

か
ら
市
長
宛
に
、
早
期
解
決
の
要

望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。

要
望
書
提
出
後
、
県
と
ど
の
よ

う
な
協
議
を
し
た
の
か
。

市
長

５
月
24
日
土
木
事
務
所
に

対
策
の
要
望
を
し
た
。
砂
の
堆
積

量
は
３
０
０
０

、
平
成
17
・
18

年
度
で
除
去
を
計
画
し
て
い
る
、

平
成
17
年
度
は
２
０
０
０

除
去

す
る
と
の
回
答
だ
。

問

砂
の
堆
積
と
海
岸
整
備
事
業

と
の
関
連
の
調
査
は
。

市
長

県
の
回
答
は
砂
の
除
去
後

検
討
し
た
い
と
の
こ
と
。

問

砂
防
柵
の
強
化
対
策
は
。

市
長

砂
の
堆
積
飛
散
に
関
す
る

調
査
の
結
果
に
よ
り
、
対
策
が
講

じ
ら
れ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

砂
の
堆
積
と
砂
防
柵
の
問
題

問

自
分
た
ち
が
住
む
町
が
き
れ

い
に
手
入
れ
さ
れ
て
い
る
の
は
気

持
ち
が
よ
く
、
清
潔
さ
を
感
じ
る

も
の
だ
。
市
長
は
、
古
賀
市
の
環

境
美
化
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
、
ど
う
取
り
組
ま
れ
る
の
か
。

市
長

き
れ
い
な
町
は
、
市
民
が

愛
し
、
市
が
誇
り
と
し
、
ま
た
、

防
犯
に
も
通
じ
る
も
の
が
あ
る
。

今
後
と
も
環
境
美
化
活
動
の
事
業

を
継
続
す
る
と
共
に
、
不
法
投
棄

等
を
な
く
す
取
り
組
み
を
進
め
よ

り
一
層
の
環
境
美
化
を
進
め
る
。

問

個
人
や
団
体
で
古
賀
市
の
環

境
美
化
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
取
り

組
ん
で
い
る
活
動
を
ど
う
思
う
か
。

市
長

市
と
し
て
も
、
積
極
的
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
呼
び
か
け
、
自

発
的
に
起
こ
っ
て
く
る
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
支
援
は
お
こ
な
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問

市
民
が
一
定
区
画
の
公
共
の

場
で
あ
る
駅
前
、
繁
華
街
、
道
路
、

公
園
、
河
川
、
海
岸
な
ど
を
責
任

を
持
っ
て
清
掃
、
花
壇
の
手
入
れ
、

雑
草
取
り
を
す
る
。
こ
れ
に
対
し

行
政
は
清
掃
用
具
の
提
供
、
ゴ
ミ

の
収
集
を
す
る
等
の
支
援
を
す

る
。
市
民
の
手
で
環
境
を
守
り
、

ま
ち
を
美
し
く
す
る
ア
ダ
プ
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
取
り
組
ん
で
は
。

市
長

ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム

は
、
そ
れ
は
そ
れ
で
検
討
さ
せ
て

い
た
だ
く
、
古
賀
市
も
既
に
相
当

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
よ
る
町

の
清
掃
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
う

い
う
も
の
を
大
事
に
し
、
地
域
の

実
情
を
勘
案
し
な
が
ら
検
討
さ
せ

て
い
た
だ
く
。

問

市
民
が
個
々
に
や
っ
て
あ
る

美
化
活
動
に
古
賀
市
と
し
て
横
の

つ
な
が
り
を
持
た
せ
、
組
織
的
に
、

本
格
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

た
い
、
そ
う
す
る
こ
と
が
子
ど
も

た
ち
の
環
境
教
育
に
も
な
る
し
、

み
ん
な
で
古
賀
市
を
美
し
く
し
よ

う
と
い
う
気
持
ち
が
も
っ
と
強
く

な
る
と
思
う
。

市
民
参
加
の
環
境
美
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
は

（
答
）
よ
り
一
層
の
環
境
美
化
を
目
指
す

海
岸
砂
防
柵
に
堆
積
し
た
砂
の
完
全
除
去
は

（
答
）
平
成
17
年
・
18
年
度
で
除
去
す
る

仲道　誠明議員

ボランティアによる松林の美化活動

砂防柵の内側まで堆積した砂

許山　秀仁議員



問

当
市
で
４
万
人
超
の
署
名
の

評
価
は
。
市
へ
の
期
待
も
大
。

市
長

人
口
の
７
割
と
な
る
署
名

は
要
望
が
強
い
と
認
識
、
市
民
の

総
意
と
思
う
。
今
後
青
の
洞
門
を

う
が
つ
覚
悟
で
頑
張
る
。

問

各
町
の
関
心
度
を
市
町
長
会

長
と
し
て
の
見
解
と
意
気
込
み
は
。

市
長

要
望
が
強
い
の
は
古
賀
市

で
、
各
町
と
は
微
妙
に
違
う
が
協

力
体
制
は
あ
る
。

問

今
後
県
と
の
交
渉
で
、
市
の

財
政
負
担
へ
の
対
応
は
い
か
に
。

市
長

基
本
は
県
公
安
委
員
会
の

事
務
だ
が
糟
屋
署
管
内
で
の
自
治

体
と
し
て
可
能
な
協
力
は
す
る
。

問

今
後
継
続
推
進
の
た
め
、
交

渉
や
情
報
の
収
集
の
た
め
、
市
に

連
絡
窓
口
の
設
置
を
求
め
る
が
。

市
長

連
絡
体
制
の
強
化
は
同
感
。

各
町
か
統
一
か
他
町
と
協
議
す
る
。

問

運
動
は
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
だ
。

市
長

機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
い

る
今
が
チ
ャ
ン
ス
、
行
政
も
一
致

団
結
し
応
分
の
負
担
も
す
る
。

子
ど
も
の
安
全
対
策
の
点
検
を

問

広
島
、
栃
木
で
の
事
件
で
市

教
育
部
局
の
対
策
は
い
か
に
。

教
育
長

校
長
会
で
安
全
指
導
の

確
認
、
保
護
者
や
地
域
と
連
携
し

児
童
を
守
ら
ね
ば
と
思
っ
て
い
る
。

問

安
全
の
た
め
責
任
の
認
識
は
。

教
育
長

現
教
育
制
度
で
は
保
護

者
、
地
域
の
協
力
な
し
で
は
守
れ

な
い
が
責
任
は
非
常
に
感
じ
る
。

問

通
学
路
の
点
検
や
見
直
し
は
。

教
育
長

学
校
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
で
合
議

し
校
長
が
決
定
後
教
育
委
員
会
に

提
出
、
指
導
は
安
全
防
災
の
観
点

を
重
視
し
て
い
る
。

問

「
子
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

の
組
織
、
機
能
は
ど
う
な
の
か
。

教
育
長

約
４
５
０
軒
に
依
頼
し

今
後
は
充
実
し
機
能
強
化
を
図
る
。

問

花
見
小
正
門
前
は
危
険
。
信

号
機
や
通
行
方
法
に
工
夫
は
。

市
長

現
場
に
行
っ
た
が
信
号
機

は
難
し
い
、
安
全
確
保
は
検
討
中
。

問

胎
児
期
か
ら
乳
幼
児
期
の
親

の
か
か
わ
り
方
、
生
育
環
境
が
後

の
人
格
形
成
に
も
影
響
を
及
ぼ
す

と
の
説
も
あ
り
乳
幼
児
期
の
支
援

が
重
要
と
思
う
。
昨
年
９
月
質
問

時
に
全
出
生
児
家
庭
訪
問
事
業
を

実
施
と
の
答
弁
を
頂
い
た
が
、
現

状
は
57
％
と
い
う
報
告
だ
が
。

市
長

不
安
の
大
き
い
第
１
子
の

家
庭
は
、
原
則
訪
問
指
導
、
第
２

子
以
上
は
希
望
に
応
じ
訪
問
。

問

健
康
診
査
未
受
診
者
、
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
未
受
領
者
の
対
応
は
。

市
長

未
受
診
者
を
対
象
と
し
た

保
健
指
導
に
本
年
度
よ
り
取
り
組

ん
で
い
る
。

問

第
３
子
優
遇
事
業
と
し
て
保

育
料
の
免
除
な
ど
の
考
え
は
。

市
長

第
３
子
に
特
化
し
た
対
応

よ
り
ま
ず
第
１
子
か
ら
の
支
援
。

問

出
産
時
の
費
用
（
30
万
円
）

を
直
接
、
市
が
産
院
に
支
払
う
、

出
産
育
児
一
時
金
の
受
領
委
任
払

い
制
度
の
創
設
の
進
捗
状
況
は
。

市
長

16
年
６
月
一
般
質
問
さ

れ
、
近
隣
他
市
の
状
況
を
調
査
し
、

来
年
４
月
か
ら
の
導
入
予
定
。

問

山
口
県
光
市
は
、
母
と
子
と

父
、
そ
し
て
人
に
優
し
い
町
と
し

て
、「
お
っ
ぱ
い
都
市
宣
言
」
を

し
市
民
全
員
で
未
来
の
宝
を
育
ん

で
い
る
。
当
市
も
子
育
て
支
援
宣

言
か
合
言
葉
的
な
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
で
、
市
民
全
員
で
子
育
て
支
援

す
る
環
境
作
り
を
推
進
し
て
は
。

市
長

子
育
て
支
援
は
、
市
の
重

要
な
施
策
と
し
て
、
今
後
も
取
り

組
む
。
地
域
ぐ
る
み
で
の
子
育
て

支
援
の
充
実
を
願
っ
て
の
市
を
挙

げ
て
の
子
育
て
宣
言
に
つ
い
て

は
、
今
後
の
検
討
課
題
と
す
る
。

問

母
子
保
健
推
進
員
の
活
用
は
。

市
長

母
子
保
健
、
子
育
て
支
援

事
業
は
健
康
づ
く
り
課
が
実
施
。

今
後
は
子
育
て
経
験
者
や
サ
ポ
ー

タ
ー
が
保
護
者
と
協
力
体
制
強
化
。

そ
の
他
の
質
問

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
公
共
施
設
へ
の
設
置
を
。

子
育
て
都
市
宣
言
で
更
な
る
子
育
て
支
援
の
充
実
を

（
答
）
今
後
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
く

糟
屋
署
管
内
で
運
転
免
許
証
更
新
の
実
現
を

（
答
）
青
の
洞
門
を
う
が
つ
覚
悟
で
頑
張
る

結城　弘明議員

みんなで育もう！未来の宝
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芝尾　郁恵議員

みんなで守ろう子どもの安心、安全を



問

古
賀
市
で
、
実
際
に
災
害
が

発
生
し
た
場
合
、
本
当
に
対
応
で

き
る
準
備
が
出
来
て
い
る
の
か
。

市
長

古
賀
市
に
お
い
て
は
、
地

域
防
災
計
画
を
策
定
し
、
実
践
的

な
備
え
を
行
っ
て
い
る
。

問

阪
神
淡
路
大
震
災
の
と
き
、

多
い
と
き
で
は
日
に
５
０
０
０
人

以
上
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
訪
れ
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。
現
在
の
古
賀

市
の
体
制
は
、
本
当
の
意
味
で
災

害
時
に
機
能
す
る
計
画
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

市
長

市
と
し
て
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
受
け
入
れ
等
の
考
え
方
を
整

理
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

問

阪
神
淡
路
大
震
災
や
中
越
地

震
の
経
験
か
ら
想
定
す
る
と
、
外

部
か
ら
の
救
援
は
被
災
後
約
72
時

間
か
か
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
こ
の
３
日
間
は
本
当
の
意
味

で
自
分
達
の
ま
ち
は
自
分
達
で
守

る
期
間
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

自
主
防
災
組
織
の
充
実
が
必
要
と

考
え
る
が
ど
う
か
。

市
長

自
主
防
災
組
織
の
整
備
は

必
要
で
あ
り
、
早
急
に
組
織
を
作

り
上
げ
た
い
。

問

現
在
古
賀
市
で
行
っ
て
い
る

防
災
訓
練
を
充
実
し
、
実
技
訓
練

に
加
え
、
意
志
決
定
訓
練
や
地
域

で
行
う
防
災
訓
練
等
を
取
り
入
れ

て
み
て
は
ど
う
か
。

市
長

危
機
管
理
と
し
て
の
意
識

を
持
ち
、
そ
の
場
そ
の
場
で
判
断

で
き
る
よ
う
な
訓
練
を
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問

自
分
達
の
ま
ち
は
大
き
な
災

害
に
遭
わ
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
慢

心
を
な
く
し
、
本
当
の
意
味
で
、

自
分
達
が
住
ん
で
い
る
ま
ち
、
自

分
達
が
大
切
に
し
て
い
る
ま
ち
は

自
分
達
で
守
る
ん
だ
と
い
う
気
概

を
持
っ
て
取
り
組
ん
で
欲
し
い
。

防
災
及
び
復
旧
対
策
に
つ
い
て

（
答
）
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す防災総合訓練
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松島　岩太議員

議会傍聴アンケートにご協力いただき

ありがとうございました。

傍聴席内での要望や議場内空調に関す

る苦情があいついでいます。

特に空調については、機械の老朽化に

よる調節不良や、今議会で機械の故障に

より暖房が全く機能しない日も発生し、

大変ご迷惑をかけました。

また、傍聴受付票の取り扱いは個人情

報保護の観点から工夫したいと思います。

今後も傍聴者が増加する議会にするた

め、更に改善を重ねてまいりますのでア

ンケートにご協力をお願いします。

傍聴アンケート
市民に親しまれる議会をめざします。

千葉県四街道市議会が
「こが市議会だより」の視察に

１月19日、千葉県四街道市議会だより編集委員会

が「こが市議会だより」の視察に来られました。古賀

市議会報編集特別委員全員で歓迎し、説明しました。

四街道市は千葉県の北西部に位置し、面積は

34.7 で人口は約８万4000人。昭和56年に市制を

施行しています。

四街道市議会報は、すでに140号を発行し、古賀市

よりも先輩格です。議長が委員に入って発行していま

すが、議会事務局の役割が大きいとのことでした。古

賀市のように、「議員自身が編集・発行している現状

を知りたい」「市民に読んでもらえる議会報づくりの

ための課題は」との目的で視察に来られました。

賛否一覧表や特集記事、校正方法、編集委員以外の

議員や市民の評価、市の広報とのすみ分けなどについ

て熱心に意見交換しました。「こが市議会だより」にと

っても更なる改善に向けて意義ある研修となりました。

四
街
道
市
議
会
だ
よ
り

編
集
委
員
の
皆
さ
ん
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12
月
議
会
の
主
な
審
議

12
月
議
会
の
主
な
審
議

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

指
定
管
理
者
制
度
導
入

こ
の
条
例
は
社
会
福
祉
セ
ン
タ

ー
を
指
定
管
理
者
に
管
理
さ
せ
る

た
め
、
条
例
の
全
部
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

設
置
目
的
に
、
教
養
の
向
上
に

資
す
る
た
め
の
文
言
が
加
え
ら

れ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
も
利

用
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
セ

ン
タ
ー
の
事
業
は
、
通
所
に
よ
る

介
護
予
防
と
生
き
が
い
活
動
支
援

事
業
、
高
齢
者
の
健
康
保
持
増
進
、

多
世
代
間
の
交
流
促
進
な
ど
と

し
、
指
定
管
理
者
に
管
理
さ
せ
る

も
の
で
す
。

指
定
管
理
者
が
行

な
う
事
業
や
利
用
の

許
可
な
ど
に
つ
い
て

の
規
定
が
あ
り
、
利

用
料
金
は
、
指
定
管

理
者
の
収
入
と
な
り

ま
す
。
こ
の
条
例
は
、

４
月
１
日
か
ら
の
実

施
と
な
っ
て
い
ま
す
。

文
教
厚
生
委
員
会

に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

な
ぜ
指
定
管
理
者
に

管
理
さ
せ
る
の
か
と

の
質
問
に
、
自
治
法

の
改
正
に
よ
り
、
平

成
18
年
９
月
で
管
理

委
託
が
で
き
な
く
な
る
こ
と
。
指

定
管
理
者
に
管
理
さ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
コ
ス
ト
の
削
減
と
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
、
さ
ら
に
入
場
者
増
を

図
り
た
い
と
の
執
行
部
の
答
弁
で

し
た
。

市
民
福
祉
に
つ
な
が
り
、
介
護

予
防
策
と
し
て
効
果
的
サ
ー
ビ
ス

ア
ッ
プ
に
期
待
す
る
な
ど
の
賛
成

討
論
が
あ
り
、
委
員
会
は
、
賛
成

全
員
で
、
本
会
議
で
は
賛
成
多
数

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
ま
で
、
入
札
や
契
約
な
ど
に

つ
い
て
は
、
財
務
規
則
に
よ
り
執

行
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
条
例
と

し
て
制
定
す
る
も
の
で
す
。
目
的

は
、
透
明
性
の
向
上
と
公
正
性
の

確
保
を
目
指
し
、
入
札
及
び
契
約

の
過
程
並
び
に
契
約
の
内
容
に
つ

い
て
審
査
し
、
入
札
及
び
契
約
事

務
の
公
正
な
執
行
を
図
る
た
め
入

札
監
視
委
員
会
を
設
置
す
る
も
の

で
す
。

総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
。
賛
成
討
論
は
、
基
本
的
に
は

従
来
執
行
し
て
き
た
規
則
と
同
じ

内
容
で
あ
り
、
福
岡
県
下
で
初
め

て
の
条
例
で
あ
る
こ
と
。
今
後
こ

の
制
度
の
更
な
る
充
実
を
要
望
す

る
な
ど
が
あ
り
、
委
員
会
及
び
本

会
議
で
も
全
員
賛
成
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

不
服
申
し
立
て
に
関
し
て
、
申

し
立
て
人
に
、
実
施
機
関
が
審
査

会
に
諮
問
し
た
内
容
を
知
る
権
利

を
保
障
し
、
第
三
者
の
取
り
消
し

訴
訟
提
起
の
機
会
を
保
障
す
る
も

の
で
す
。

総
務
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
。
審
査
の
後
、
討
論
で
は
、
不

服
申
し
立
て
を
、
審
査
会
に
諮
問

を
し
た
場
合
に
、
諮
問
を
し
た
旨

の
通
知
等
が
規
定
さ
れ
た
こ
と
は

有
効
で
あ
る
。
通
知
の
日
数
に
つ

い
て
は
、
規
則
ま
た
は
要
綱
等
で

定
め
る
べ
き
で
あ
る
な
ど
の
討
論

が
あ
り
ま
し
た
。

委
員
会
及
び
本
会
議
で
も
全
員

賛
成
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

介
護
保
険
制
度
の
見
直
し
で
、

来
年
か
ら
設
置
さ
れ
る
「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
シ
ス
テ
ム

導
入
に
か
か
る
費
用
や
「
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
」

設
置
に
よ
る
費
用
弁
償
を
追
加
補

正
す
る
も
の
で
す
。

議
員
か
ら
の
「
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
体
制
や
職
員

の
数
な
ど
は
国
・
厚
生
労
働
省
の

指
示
で
決
め
ら
れ
る
の
か
と
の
質

問
に
、
執
行
部
は
、
今
回
の
補
正

は
、「
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
シ
ス
テ
ム
導
入
委
託
の
た
め
の

も
の
で
、
規
模
に
応
じ
た
電
算
シ

ス
テ
ム
が
必
要
。「
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
」
に
は
、
保
健
師
、

社
会
福
祉
師
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
の
３
職
種
が
必
要
で
、
業
務

量
に
よ
っ
て
は
、
も
っ
と
大
き
な

体
制
に
な
る
こ
と
も
あ
る
と
答
弁

し
ま
し
た
。

補
正
予
算
は
、
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

県
下
で
初
め
て
の
設
置

入
札
監
視
委
員
会

よ
り
良
い
情
報
公
開
条

例
・
個
人
情
報
保
護
条

例
に

介
護
保
険
１
８
５
０
万
円

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

シ
ス
テ
ム
を
準
備

指定管理者の管理となる社会福祉センター（千鳥苑）
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臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

臨
時
会

○は賛成　　●は反対　―は欠席　　議員は議席順�

結　　　果�

表 決 数�

西尾　耕治�

矢野　治男�

奴間　健司�

前野　早月�

内場　恭子�

阿部　友子�

豊田 みどり�

松島　岩太�

渡　　久行�

黒木　　淳�

舩越　嘉彦�

木村　憲子�

結城　弘明�

森本　義征�

新町　直子�

芝尾　郁恵�

許山　秀仁�

清原　留夫�

仲道　誠明�

可決�

12：６�

○�
○�
○�
○�
●�
●�
●�
○�
○�
○�
○�
●�
○�
○�
●�
○�
○�
―�
●�

可決�

17：１�

○�
○�
○�
○�
●�
―�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�

可決�

15：３�

○�
○�
●�
●�
●�
―�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�

可決�

17：２�

○�
○�
○�
○�
●�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
○�
●�
○�
○�
○�
○�

〈臨時会〉�
議員・特別
職の期末手
当の増額条
例改正�

社会福祉セ
ンターの指
定管理者制
度条例制定�

庄保育所を
廃止する条
例改正�

平成17年
度一般会計
補正予算�

第
２
回

平
成
17
年
11
月
28
日

「
ク
ロ
ス
パ
ル
こ
が
」

サ
ウ
ナ
内
の
事
故
の
報
告

平
成
17
年
６
月
10
日
に
「
ク

ロ
ス
パ
ル
こ
が
」
の
サ
ウ
ナ
出

入
口
扉
の
小
窓
が
落
下
し
、
利

用
者
の
方
が
負
傷
さ
れ
た
事
故

に
つ
い
て
、
被
害
者
の
方
と
の

損
害
賠
償
の
示
談
が
成
立
し
、

損
害
賠
償
額
が
決
定
し
た
と
の

報
告
が
市
長
か
ら
あ
り
ま
し

た
。議

員
か
ら
は
、「
間
組
」
か

ら
の
具
体
的
な
話
の
内
容
は
ど

ん
な
も
の
か
、
６
月
21
日
付
の

「
間
組
」
の
正
式
な
文
書
で
の

再
発
防
止
な
ど
の
措
置
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
と
の
質

問
が
あ
り
ま
し
た
。

古
賀
市
は
、
施
行
会
社
「
間

組
」
か
ら
の
陳
謝
を
受
け
、
さ

ら
に
今
後
、
再
発
の
な
い
よ
う

に
万
全
の
安
全
対
策
を
と
る
よ

う
要
望
を
出
し
て
い
る
と
の
こ

と
、
６
月
14
日
に
は
総
点
検
を

お
こ
な
っ
て
異
常
が
な
い
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

事
故
の
報
告
・
公
表
は
、
被

害
者
の
希
望
で
、
文
教
厚
生
委

員
会
へ
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
で
し
た
。

賛
成
全
員
で
承
認
さ
れ
ま
し

た
。市

職
員
基
本
給
の
マ
イ
ナ
ス

改
定
　

特
別
職
・
議
員
は
増
額

人
事
院
勧
告
に
基
づ
き
、
公

務
員
基
本
給
を
改
定
（
月
４
０

０
円
か
ら
１
６
０
０
円
減
）
、

扶
養
手
当
の
引
き
下
げ
、
特
別

給
は
０
・
０
５
月
分
の
増
額
の

条
例
改
定
で
す
。

議
員
か
ら
は
、
職
員
の
や
る

気
や
民
間
企
業
へ
の
影
響
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
、
執
行
部

は
適
切
な
水
準
の
給
与
と
市
民

理
解
が
前
提
。
や
る
気
に
も
繋

が
る
と
答
弁
し
ま
し
た
。

討
論
で
は
、
民
間
企
業
に
も

悪
影
響
が
あ
り
、
職
員
給
与
の

減
額
は
認
め
ら
れ
な
い
と
の
反

対
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

次
に
、
特
別
職
と
議
員
の
期

末
手
当
を
、
０
・
０
５
月
分
増

額
す
る
条
例
改
正
で
す
。

議
員
よ
り
、
４
役
の
報
酬

３
％
カ
ッ
ト
と
の
一
貫
性
や
、

財
政
難
は
、
市
民
の
理
解
は
、

報
酬
審
議
会
は
関
係
な
い
の
か

と
の
質
問
に
、
執
行
部
か
ら
は

ル
ー
ル
は
遵
守
す
べ
き
で
、
財

政
状
況
を
勘
案
し
て
減
額
が
必

要
な
ら
対
応
す
る
。
期
末
手
当

は
関
係
な
い
と
の
答
弁
。

特
別
職
・
議
員
の
期
末
手
当

増
額
は
認
め
ら
れ
な
い
な
ど
の

反
対
討
論
、
人
事
院
勧
告
は
受

け
入
れ
ざ
る
を
得
な
い
と
の
賛

成
討
論
が
そ
れ
ぞ
れ
あ
り
、
賛

成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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３
月
議
会
は
、
３
月
２
日
開
会
の
予
定
で
す
。

ぜ
ひ
、
傍
聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

地
震
か
ら
も
う
す
ぐ
１
年
に

な
り
ま
す
。

昨
年
の
３
月
20
日
、
突
然
予

想
も
し
な
か
っ
た
地
震
が
発
生

し
ま
し
た
。
古
賀
市
に
お
い
て

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
や
瓦

の
崩
落
な
ど
、
か
な
り
の
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
日
頃
か
ら

家
庭
で
の
話
合
い
や
緊
急
時
に

お
け
る
備
蓄
な
ど
の
対
策
に
つ

い
て
今
一
度
考
え
る
必
要
が
あ

る
と
感
じ
て
い
る
所
で
す
。

最
近
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
取
り
組
み
が
盛
ん
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
こ
の
取
り
組
み
が

展
開
さ
れ
て
あ
る
地
域
が
重
要

な
役
割
が
あ
り
、
人
助
け
に
大

き
な
力
を
発
揮
す
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
。
防
災
は
も
ち
ろ
ん

で
す
が
、
子
ど
も
の
見
守
り
や

防
犯
の
取
り
組
み
な
ど
、
緊
急

時
に
備
え
災
害
を
乗
り
切
り
た

い
も
の
で
す
。

黒
木
　
　
淳

議
会
報
編
集
特
別
委
員
会

委

員

長
　
奴
間
　
健
司

副
委
員
長
　
内
場
　
恭
子

委
　
　
員
　
黒
木
　
　
淳

〃
　
　
　
木
村
　
憲
子

〃
　
　
　
結
城
　
弘
明

〃
　
　
　
新
町
　
直
子 地域で子どもの見守り

次
の
陳
情
書
が
全
議
員
に
配
布

さ
れ
ま
し
た
。

請
　
願
　
書

請
　
願
　
書

請
　
願
　
書

請
　
願
　
書

請
　
願
　
書

請
　
願
　
書

請
　
願
　
書

請
　
願
　
書

請
　
願
　
書

請
　
願
　
書

請
　
願
　
書

請
　
願
　
書

請
　
願
　
書

請
　
願
　
書

請
　
願
　
書

請
　
願
　
書

請
　
願
　
書

17
年
請
願
３

遺
伝
子
組
み
換
え
ナ
タ
ネ
の
自

議
会
の
テ
ー
プ
を
貸
し
出
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
会
議
録
の
頒
布
（
定

例
会
５
０
０
円
、
臨
時
会
50
円
）
も

し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
議
会

事
務
局
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

お
　
知
　
ら
　
せ

お
　
知
　
ら
　
せ�

お
　
知
　
ら
　
せ�

こ
の
請
願
は
、
遺
伝
子
組
み
換

え
栽
培
の
規
制
等
の
策
定
を
国
に

求
め
る
も
の
で
す
。
搾
油
用
等
に

輸
入
さ
れ
て
い
る
遺
伝
子
組
み
換

え
ナ
タ
ネ
が
、
輸
送
中
に
こ
ぼ
れ

落
ち
、
港
や
幹
線
道
路
、
内
陸
部
、

住
宅
地
な
ど
に
も
自
生
し
て
い
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
遺
伝

子
組
み
換
え
作
物
の
環
境
に
対
す

る
影
響
等
に
つ
い
て
、
消
費
者
の

み
な
ら
ず
生
産
者
の
間
で
も
不
安

感
が
あ
る
こ
と
が
理
由
で
す
。

建
設
産
業
委
員
会
に
付
託
さ

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

陳
　
情
　
書

17
年
陳
情
２

古
賀
市
に
お
け
る
小
学
校
１
・

２
年
生
及
び
中
学
校
１
年
生
の

35
人
以
下
学
級
を
求
め
る
陳
情

請　願
意見書

生
・
交
雑
の
防
止
に
関
す
る
規

制
を
求
め
る
意
見
書
提
出
に
関

す
る
請
願
書

れ
、
審
査
の
結
果
、
引
き
続
き
調

査
を
深
め
た
い
と
の
意
見
が
だ
さ

れ
、
委
員
会
、
本
会
議
に
お
い
て

も
全
員
一
致
で
継
続
審
査
と
し
ま

し
た
。

安
全
・
安
心
の
古
賀
市
を
め
ざ
し

平
成
17
年
３
月
20
日
に
発
生
し
た
福
岡
西
方
沖
地
震
に
お
い
て
、
本
市

で
も
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
議
会
と
し
て
も
、
防
災
対
策

の
充
実
を
求
め
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
本
格
的
に
実
施
さ
れ
る
三
位
一
体
の
改
革
、
少
子
高
齢
化
、

環
境
問
題
な
ど
の
課
題
に
、
議
会
と
し
て
、
安
全
・
安
心
の
古
賀
市
を
め

ざ
し
全
力
を
尽
く
す
こ
と
を
お
誓
い
し
、
年
頭
の
挨
拶
と
し
ま
す
。

古
賀
市
議
会


